
ねりまの小中一貫教育の取組

～中村中学校・中村小学校・中村西小学校～

＜研究構想図＞
小中一貫教育研究グループ（中村中・中村小・中村西小）

26年度　研究構想図
障習指導要領†

・「生きる力」を育む　　・知識や技能の習得　・思考力・判断力・表現力などの育成

1　 人権尊重の精神と社会責

馬区教育委員会の 目標 （略）と基本方針

創造力の伸長の精神の育成　　　　 2　 豊かな個性と

3　 家庭教育の支援と子供たらの健全育成の推進　　 4　 子供に対する一貫した成長支援

5　 自然環境の保全と文化遺産の保存 ・活用 ・継承

「ねりまの小中一貫教育」

各校の教育目標

○明るく素直で落ち書いた生活態度

○課題に前向きに取り組む姿勢

●主体的な取組、自己表現の活動

●生活習慣の確立

教師の願い

・安定した生活習慣の確立

・習熟度に対応した学習指導

・中1ギャップの解消

研究主題

研究分科会

l中村小学嘲

（⊃よく考える手ども

○さいごまでやり抜く子とも

⊂）明るく元気な子ども

○なかよく助け合う子ども

匝村西小学嘲

○よく考える子とも

○からだのじょうふな子とも

○思いやりのある子ども

l中村中学嘲

○自律性を伸ばす　　○実践力を鼻に付ける　　○連帯感を深める

道徳分科会

【豊かな人間性の育成】

道徳授業の参篭引こよる相互理解と

指導法の改善

道徳教育に力＼かわる情報交換と袈

料の作成

26年度の研究活動及び連携活動

体育・保健体育分科会

【体力の向上】

体育、保健体育の授業の参観によ

る相互理解と指導法の改善

体力向上の取組に力＼かわる情報交

換と資料の作成

教昌交流研修

校区別協議会

（D6／12（木）

会場：中村小

②10／18（火）

会場：中村中

③1／30（金）

会場：中村西小

※道徳研究発表

連携クリエイター打合せ

4／21（月）

研究グループ連絡会①終了後

6／12（木）

校区別協議会（訂終了後

6／23（月）

研究グループ連絡会（∋終了後

7／14（月）

連携クリエーター研修①終了後

7／22（火）

連携クリエーター研修（∋終了後

10／18（火）

校区別協議会②終了後

11／10（月）

研究グループ連絡会③終了後

研究グループ連絡会等

4／21り∃）

研究グループ達紹会①

6／23（月）

研究グループ凄絶会②

7／14∪∃）

連携クリエーター研修（D

7／22（火）

連携クリエーター研修②

11／10（月）

研究グループ連絡会（∋

1／23（金〉

ねりま小中一貫教育F

地Ⅰ或の実態

学校の教育活動に興味をも

ち、協力的な保護者が多い。

町内会等のj言動で児童生徒へ

の積極的にかかわる。

生活指導分科会

【安定した学校生5看】

授業の参篭引こよる相互理解と指導

法の改善

生活指導や学堂規律にかかlわる情

幸最交換と資料の作成

町内会等の地Ⅰ或組織との連携協力

保護者・地Ⅰ頭との連携

道徳地区公開講座

中村中

7／7（月）

中村小

6／14（土）

中村西小

11／8（土）

セーフティ教室

中村中

6／19（木）

中村小

9／8（月）

中村西小

9／13（±）

その他

・地Ⅰ或行事

・学校公開

・運動会

・学芸会

・展覧会

・学習発表会

児童生徒交流

交流部活動　　　　　中学校出前授業

11／21（金）　　　　2／9（月）中村小

2／9（月）　中西小

その他

・職場体験

・作品交流



「心身共に健やかな児童・生徒を育てる小中連携活動」

～人・学校・地域とのかかわりを通して～
思春期を迎える小学校高学年から中学校にかけては、心身の成長や変化が大きな時期であり、同時に精神
的に不安定な時期でもあると言われている。小学校から中学校へのスムーズな接続を行っていくためには、

小・中学校が連携をとった教育を進めることが重要になる。

同じ練馬区中村地域に育つ児童・生徒を預かる小・中学校の教師が情報を共有し合い、一貫した目標を掲
げ、一貫した授業カリキュラムのもとに児童・生徒を育てていこうとすることで、「生きる力」の柱となる「豊
かな人間性・社会性の育成」「学力・体力の向上」「安定した学校生活」を一層育むことができると考える。

そこで、9年間を見通した指導の連続性を意図して研究主題「心身共に健やかな児童・生徒を育てる小中連

携活動」を設定した。

○児童生徒の取り組み
1．小中交流部活動
児童生徒の取組として、小中交流部活動は、10年以上
の実績があります。
6年生は、中学生の指導を受けることで、中学校を身近
に感じ、先輩たちに対するあこがれや、部活動への期待が
膨らみます。中学生にとっても、自分の特技を生かして後
輩を指導することは、よい経験となっています。

2＿　中学生職場体験
総合的な学習の時間に、中学1年生が、小学校を職場として選び、教師や主事の
仕事を間近に見て触れることで、働くことの意義を考え、職業に対する関心を高め
るなど、自分の将来について具体的に考える機会となります。

3．卒業記念バドミントン大会
町会主催で、40年続けて、バドミントン大会が行われてい
ます。バドミントン部員の協力と町会の尽力により、会が運営
されています。

○教職員の連携等の取り組み
1．小中合同研修会
3校の教員が研究を推進するにあたって、練馬区の小中一環教育の基本的な考え
方と、その実際について理解を深めるために、夏季休業中に合同研修会を実施しま
した。講師をお招きし、「′ト中連携教育の考え方と実際」という演題でご講演いただ
きました。練馬区における小中一貫教育の動きやその背景、小中一貫校の大泉桜学
園での取組などについて具体的にお話いただき、小中一貫教育に関して、3校の教
職員間の共通理解を図ることができました。

2．校区別協議会
年3回、各校全学級で授業公開をし、道徳・体育・生活指導分科会に分かれて、
協議会をもっています。教職員同士が交流し、地域の子供たちを一緒に育てていく
意識を高め、指導に生かしています。

2．出前授業
中学校教員による「出前授業」を継続して実施しています。児童にとっては
中学校の学習や教科担任制に対する不安を解消し、中学校生活への期待につな
がるよい機会となり、中学校の教員にとっても、小学生の実態を知るよい機会
となります。
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（1）課題改善カリキュラム作成上の基本的な考え方

校区別協議会で実施された体育・保健体育の授業と、協議会で出された内容から、体育・保健体育授業にお

ける学習規律の共有化や、小中間の領域や内容についての系統性の確認、小学校と中学校での指導方法の違い

の理解などが話し合われた。さらに新体カテストの結果も加味し、具体的な課題改善カリキュラムの作成に取

り組んだ。

（2）カリキュラム改善の視点

小中9年間の体育で系統立てて取り組める領域は「体つくり運動」であること、また25年度の新体カテス

トの結果から跳躍力・投力・柔軟性を高める指導が必要であることから、「体つくり運動」に重点を置いて指

導を継続することとした。また、持久力においては平均を大きく上回る結果であり、各校での取り組みの成果

であるので、今後も体力向上を目指した活動を系統的に継続して行っていく。

体 育　 「体 つ くり運 動 」の 内 容 の 抜 粋 と 3 校 の 取 り組 み の 系 統 性　　　　　　　 練 馬 区立 中村 小 学 疲 ・中 村 西 小 学塵 ・中村 中学 校

雷 雲 各 種 の 運 動 の 基 礎 を養 う時 期 多 くの領 域 の 学 習 を経 験 の 時期 孝養後に少なくとも一つの運動やスポーJン
を機貞歳することができるようにする時期

′ト1．2年 ′ト3．4年 小 5．8年 申 1．2年 中 3年

領 域 「体 つ くり運 動 J

内
容

ア

「体 ほ ぐ しの 運 ！勒」

手 軽 な運 動 や 律 動 的 な運 動 を通 して 以 下 の ため に 手雪重な 遠 野】や律 動 的な∋軍動 を行 う

心 と体 の変 化 に気 イ寸く 心 と体 の 関係 に気 イ寸＜ 心 と体 の 関 係 に気 付 く

　　　　　　　 心 と体 は 影 響 し合 い変 化す るこ

心 と体 の 関 係 に気 イ寸く　　 とに気 付 く

体 の 調 子 を整 える 体 の調 子 を整 える イ本の 調 子 を整え る 体 の 調 子 を整 える 体 の 調 子 を整 える

み ん なでか か わ る みん な でカ カヽ わヽ る イ中間 と交 流 す る 仲 間 と交 …充す る 仲 間 と領 極 的 に交 流 す る

行

の び の び とした 動 イ乍で 用具 な どを用 いた運 動 の び の び とした動 作 で用 具 な どを用 いた 運 動

（ボー ル 、風 船 、新 聞 紙 など を捕 ったり投 げ た り乗 った りふ ん だ りす る） （長 な わ跳 び 、布 でキ ャッチボー ル ）

リズ ム に乗 って 心 が弓革む ような i竪勤 リズ ム に乗 って心 が 弓革む ような運 動

しヽ （太 鼓 や 曲 に乗 って 動 く、あんた が たど こき） （ジェンカ、長 なわ で リンボー ダンス 、バンプー ダンス〉

方 リラックス しな が ら、ペ アでス トレッチング ペ アでス トレッチング や脱 力 の運 動

の
例
（ペアス トレッチ 、背 中 をパ ッティング 、力 を抜 いてリラクゼ ー ション） （腹 式 呼 吸 、ミラー ス トレッチ 、リラクゼ ー ション）

条 イ牛を変 えて 、歩 いた り走 った りす る運 動 条 件 を変 えて 、歩 いた り走 ったり飛 び 跳 ねた りす る運 動

（じゃん けん 電 車 、タッチ ＆エスケ ー プ、スキ ップ 、ギ ャロップ 、ジグザ グ 走 ） （う‾ヂまき移 動 、シグナ ルランニ ンク■）

イ云承 遊 び や 集 団 による運 ！勒 仲 間 と動 きを合 わせ る運 動

（なべ な べ 底 抜 け、だるまさん カキころん だ 、おしくらま んじゆう、人 間知 恵 の卓論） （グ ル ープ ステツビング 、ヒュー マンチェア）

内

r 多 様 な 1 むきを作 る　運 動 遊 び 」
「多 様 な 動 きを作 る運 1日 「4本 力 を高 め る運 動 」

体 の バ ランスをとる 体 の ノ〈ランスをとる 体 の柔 らか さ 体 の 垂 らカ さヽ 健 康 の 保 持増 進

（だるまころが り・ゆ りか ご〉 （′〈ランス崩 し・人 工 衛 星 ） （ス トレッチ ング） （腹 式 呼 吸 、ス トレッチ ング） （健 康 に生 5舌‾㌻るため の 体 力 を

移 動 す る 移 動 す る 巧 み な 動き 巧 み な 動 き 高 め る運 動 の 計 画 と其践 ）

容 （動 物 歩 き・は いは い （ジグザ ク走 ・　 － （ドリブ ル 平 均 台な どの （ボ ディエクササ イズ ） 調 和 の とれ た 体 力 の 向上

イ ・おしり歩 き） 肋 木 上 り下 りなど〉 稲 み 合わ せ サ ー キ ット） ※ 2 （短 な わ　 農 な わ ） （運 動 を行 うた め の体 力 を高 め る

5壁 1 （無 】翼の な い 速 さで 澹…1 （無 理 の な い 速 さで 求 2 （短 な わ　 長 な わ ） 力 強 い動 き 運 動 の 計 画と実 践 ）

行 2 一一8 分 〉 8 ・｝4 分 〉 力弓負い動 き （プ ッシこし＆キ ャッチ 、′ －ヾ
しヽ 用 具 の 操 イ乍 用具 の 桑作 （登 り棒 、人運 び 、手 押 し車 ） ピー 、馬 跳び くぐり）

方

の

（力、ん ぽ っくり・プラフープ） （G ボ ー ル ・一 輪 車 ） 動きを持 碗 させ る能 力 動 き■を持 続 させ る能 力

例 ※ 2 （短 な わ　 長 考：わ ） ※ 2 （短 なわ　 長 な わ ） 禎 M 稗 塾の な い 速 さで　　　　　5 ・・一 （サ ー キ ットトレー ニ ング）

力言式し 力 書式し 　　　　　　 6
分 ）

※ 1 （一 定 時 間 の 持 久 走 ）

（押 しず もう・引 き合 い遊 び） （押 しず もう・手 押 し車） 治≦2 （短 な わ 長 な わ で　　　全 身 運 動 ） 洋 2 （一 定 の 時 間 回 毒牧の　　　　な わ とぴ ）

基 本 の∋軍動 を組 み 合 わ せ る 動 きを高 め るため の 運 動 組 み 合 わ 一世て運 動 の 】汁画 を
す る

中村 ′ト 中村西 ′い 中村 中

；登 1 持 久 走

マラソン期 間／ マラソン期間／授 業 マラソン二大会 に 向 lナて

業間 や 授 業で校 庭 （約

20 0 m ）3 周／1 回
授 業で 6 分・間走 授 業で 1 2 分 間 走　 マラソン大 会 （光 が＿【王公 園）

マラソンカ－ドの 活用 マラソンカー ドの ！舌用 マラソンカー ドく3 年間 の音己録 を残す）の 活 用

言褒 2 短 なわ

なわ とびカー ドの 活 用

体育 朝 会
なわ とびの 技紹 介

なわ とぴカ－ドの 活用

；ま2 長 なわ
運動 香 且会 取 り組 み
「5 人 でボン」く5 人 同時 の
なわ とび回 数を競う）

運動 会種 目クラス対抗 大 なわ とぴ
（全 員 同時 のなわ とび の回 数を競う）

その他 1
運動 会 準備 運動
「ウル トラソウル」

運動 会 拳イ薦運 動
「中西 体 操」

　　　　 ナカチユウ
イ本育授 業 時 「中 中体 操 」

その他 2 水 王水検 定カ－ドの活 用 水 泳検 定 カー ドの活用

遠泳（水 泳指 導） 連 合水 泳記 録会　 ■ 連 合水 泳 盲己録 会



生活指導分科会の取組0）

（1）生活指導資料作成上の基本的な考え方

小学校、中学校それぞれの授業を見合い、授業後の協議会で、小中それぞれの視点から、学習規律につい
て意見交換を行った。小中連携における生活指導上の問題解決に資する資料になるものが作成できないかと
検討中した結果、生活指導資料の作成に至った。
（2）生活指導資料作成上の視点

校区別協議会で実施された授業及び協議会で出された意見から、小学校、中学校の両校で連携、一貫して

指導することで効果を上げることを期待する資料を「あいさつ」「地域との連携」「学習規律」の視点で作
成した。

3校の教職員の共通理解もと、「あいさつ」「地域との連携」「学習規律」に関して小学校での指導後に

児童を中学校へ進学させれば、中学校での継続指導が功を奏し、生徒は中学校での生活にも抵抗なく参加で
きるだろうと期待される。
（3）あいさつの指導

中村中グループ小中一貫指導計画　生活指導「あいさつの指導」に関わる指導計画

首題健定虔　占う選心髄いきつする児監生産

9月 2月 3月



（4）学習規律の指導
中村中グループ　小中一貫指導馴一画　学習規律の習得に関わる指導計画

ヲ野稚鮨】廷瞥　　ヂヂ　疲メ■吉倉′＝／ゲ′タ倉岳磨ル平声ぎ′＝履嫌虚、雌鐙

事℡ 規 イ●に関 わ るl■い 攣 平 親 電■に関 わ る共主■理 解

・イ丘学年　 進んで学 校生 語のきまりや約 束を守る。 ・児 食生 徒が tヨら学 習にヨ■中 できる竿習 環】よを築 けるように支 l泉する。

・中 学年　 進んで学 校生 ク百のきまりや的 束を守り、公地 心をもつ 。 ・児 量生 嘘が 自ら蝕虎 的 ・衛 生的も：生；舌預】よを築 けるように 支線する。

・tt 等：年　 公億 心をもって∴進 んで半枚 生活 や身 i丘なきま りや王墓を守 る， ・中 掌進 学を鷺娘 した掌 響政経慮 ．小小 ▲襖の 火刑 として活用する。

・中 学校　 秩 l事と規律 を高 めることに努 め、公 悪心 をもって進 んで学校生 浩 や身ま丘なきま りや 5壷を守る。

憶 単年　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　 中学 年 高学 年 中掌 紋

■ t ・えんぴつ（H B 、8 、2 8 5 ・一計本）　 ・赤 t えん ぴつ 1 本　 ・名宵rペン（油性 ）　 ・消しゴム　 ・短 い定規 弓寺に規定なし

業 シ十・一プノくンシル、カラーーノくン、ま光ペ ン．」蔓正テ ープくべン）などは指 示したとき以外 は持 って来ない。 ※不要な物 は持 ってこない．。

‡受業準 1＃ 貞寝業したら、次 の l寺M の横 幕準イ■を机 上に並べ る。

教皇 移 t b クラス 2 列で 、決 められたコー スの右側 を、【那雨をあけすに」静かに歩 いて移札】す る。
始集 の l寿剤に i匿れ ないように J 怜かに歩 いて零多動す

る－

チャイム チャイム が鳴ったら（始 ※ l岬別になったら）J桁に】瞥き、すし上の 学習準備僚稚 放 し、静 かに始業 を待 つ。
チャイムが 鳴ったら」青に着 き、机 上の学 習準備 を確
昌之L J 怜 かに始業 を待つ。

始 掌 のあいさつ 日直の号 令であいさつをする 学級 委員 の号令 であいきつをする

姿夢≡ト 両 足を床 に】■き、肘季つか すに‥よいさ 奴で座るさ

挙手 】黙ってまっすぐに手を攣 げる。

発表 指 名を受けた後、「はい」とi邑事をし、起 立をする。4本の 向きを、扱 盃 の中■b に向ける。 指 名を受 けた後 、「はし、」と返事塵する。必 壬 に応 じて 】a 立 をし、1本の向きを、教童 の中心 l＝向ける。

叩き方 占吉肴の 方へ からだを向けて、相鶴を打ちながらl聞くさ 鯨肴の 方へ からだを向けて、自分 の 考 えとの相 違 点 を九つ けなが ら附く。

T己名 プリン・トを受け取った ら、すぐに、て しヽ わ いに‡己名 をする。（単年 ・組 ・出 Jt 番 号 ・氏名）

プリン トの拠 出 紀名してあ ることを確隠 し、向きをそろえて錦は L 巨】収 する。　 諾≦ i■合 によって は出席 番号順 （淀合 ・男女別 ）

縄簾 のあいさつ 口 lE の 号令 であいさつをする 学級 委員の 号令 であいさつをする

服 装　 等 ・学習 に支障 のないように身なりを支える．（服 装・髪型 ） ・安全 、衛生 に関わるアクセサ リー 頬は 身に付けな い　 ・学習 に必某 のないもの は持ち込まない。　 ・肝 可なく接 線以外 の l炊重に入 らな い。

（5）地域との連携

中村中グループ　小中一貫指導計画　地域との連携に関わる指導言十画

β身ダニ好鮨瘡磨　　き名題′心でンく・上声j好・彪聯／ニ榔亡カーメーカ右脚1廷

中村地か嶋とのつながりにItわる■い 中村鴇欄止のつながりに関わる共遭理解

・丘宰年　中村地埠の文化や生舌に親しみ．彙】■をもつ。 ・中村地域に関わる行事への○加を‡暮橘的に呼び掛ける。

・中学年　中村地場の伝続と文化を≠：切にL J凱土蟄致す局心奮もつ。 ・教職■も可能なi白田】で参加し、児童生徳の一■らす明 への習】解をj案める。

・高学年 中村地域の伝統と文化を大切にし先人の努力を幻】り、郷土純 する心安もつむ

1■＜ことの慧■を覆解し．社食にホtヒする喜びを知って公共のために俊に立つことをする．

・中肇枚 中村地域の一人としての白鷺をもって燭土を愛」社会に尽くした先人やホ蘭書†こヰ敬と感謝の念を深め．郷土の発見に努める。

勤労の書きや耳Ilを理解し．華仕のl書神をもって．公共の福祉と社会の発展に努める。

・保凛者及び繁三地区幸久会、禦町会、酉町会のt島力を弓書る。

兜遽段j騨l＝沿った地量■とのつながり細事■1鞘　　 ・地域行事への奉加　 ・地戎行事の手伝い　 ・ジュニアリーダー集成‡■座への¢加　 ・也噌行事の軍営ボランティア参加

1寧期 2学期

月 4月　　 l　 5月　　 l　 6月　　 I　　　　　 l　 9月 ●　＝ 70月　 l　 11月　 】　 12月　　 L　　 l月　　 【　 2月 3月

年間のあいさつ目標

l町
内
＝■
■

催
す
る
地
■
行
■

第三地区
委▲金

囲

※時期企圃

［重 宝 ］ ⊂ ≡ ヨ 匹 蚕 室］ 巨 杢 ∃

中村東町会

［車 重 ］

［垂 車重 亘∃

［二重亘亘コ
［塾

中村l暫償I会
［二三蔓 二］［妻 ∃

酉町会】王■b会 カルタ取り大食

その他 直 画 声可 ［三重亘ヨ †■櫓体膿
町
内

共 通 監 抜 楕 弓■　 校 外 学 習　 社 会 科 見 学　 外 部 曇■師 活 用 綬 事　 掌 紋 公 間　 道 増 資＊ 地 E 公 輌 】蠍座

中 村 小

1■■ せ　　　　　　 ■ 寸 や l■■ 1 心 ■● 開 校 †己念 日　　　 毎ノ休 み　　　　　　 暮 書初 め 展
会 入学 式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■休 み 腱 だ 金
■ 敲 1王感： ク リー ン運 動

芸 衰

遠 足 ・各 肇 年 適 宜　　　　 社 会 科 見 学 ・各 学 年 適 宜　　　　　　　　　　　　体 育 （水 泳 ） セ ー フテ ィー 1枚盃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 率 】■式

中 西′ト

l■■ ■　　　　　　　　　　　　　　　　　 t l●■ 菅 素 食　　　　　　 開 校 書 念 日　　　 冬 休 み　　　　　　 ■ き初 め 農
入学 式 生 活 科 校外 竿唱

事 忘 ▲l任 式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セ ー▼フテ ィー 教 玉 ク リー ン⊃事t b　　　 震 ￥ 金
速 見 ・各 学 年 ；適宜　　　　　　　　　　 社 会 科 見 学 ・各 学 年 適 宜 1 癒 授 業 地 区 公 闇　　　　　　　　　 研 究 発 表会

仕 V r7k 油 1 塵 ■【式

中 村 中

運 】醜女　　　　　　 学 級 公 開）邑I間　　 ！ 休み ふ れ あ い邁 ！Ⅵ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卒 濃 式

入学 式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⊃1 1恵一受簑地 区 公 ≠ 校 外 学 習 2 年　　 地 域 膏掃 1 年　　 ボ ランテ ィア体 験 2 年　　　　　　　　 隕 】■体 l彙1 年
だ l土足 1 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合 唱 コン クー ル

く 学 甘 藍 義 金

成果と課題

小学生は、出前授業や交流部活動を体験することで中学校への不安を軽減し、期待が膨らんだ。

中学生は、交流部活動で教える立場になることで、自己有用観を得ることができた。
今後は、生徒の学力調査や意識調査、体力テストの結果など、数値化できるデータを集め、課題改善カリキュ
ラムを検証、改善していく方策を考えていく必要がある。


